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1号機 S/C水位の低下の状況について
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➢ 1号機は、2024年3月より原子炉格納容器（PCV）の耐震性向上策として、圧力抑制室（S/C）
の中央付近を目標に、原子炉注水量低減によるPCV（S/C）水位の低下を実施した。

➢ その結果、PCV水位低下の状況から、S/Cの漏洩は在っても微少※1と考えられ、S/Cの中央付近
を目標とした水位低下には時間がかかることから、2024年10月末（11月1日0:00)をもって、
当該作業を終了し、最低流量 （約1.4m3/h※2）を維持した状態で、S/C水位の低下傾向を確認
してきた。

➢ その後、2024年12月末以降、S/C水位の低下速度の変化（増加）※3を確認したことから、今後
も監視を継続し、S/C水位低下の計画※4に反映していく。

➢ また、S/C内包水の放射能濃度がR/B地下滞留水と比較して高く、今後、R/B地下滞留水の放射
能濃度が上昇すると考えられることから、R/B地下滞留水のサンプリング頻度※5を上げて影響
の把握を行い、滞留水処理の運用に反映していく。

➢ なお、堆積物の冷却状態については、現状、既にD/W底部の水位はなく、堆積物は、かけ流し
（ペデスタル内）または、PCV床面に広がった水や湿潤環境（ペデスタル外）で冷却されてい
るものと推定しており、今後、S/C水位が下がってもD/W底部の状況は変わらないと想定して
いる。よって、原子炉注水量の増加等の対応は行わず、パラメータ監視を継続する。

１．概要
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※1 0.02m3/h程度（2024/8/12~8/30の水位データより評価）

※2 運用上の最低流量 （LCO(0.9m3/h) + 変動幅を考慮した流量）。LCOの値は、外気温度の変動に伴う注水温度
の変化により、0.3m3/h程度（2024年4月~2025年3月）変化する。

※3 2024/12/31頃以降0.07m3/h程度、2025/1/15頃以降0.13m3/h程度と評価

※4 取水設備の設置によるS/C水位の低下等を検討していたが、現状の漏洩量（0.13m3/h程度）が継続した場合、
S/C中央付近高さに到達するまでの時間は、1.5~2年程度と概算される。（水頭圧の低下に伴う漏洩量の減少
や漏洩状態の変化は未考慮）

※5  月1回から頻度を上げて2025年1月15日より開始



＜参考＞現状のPCV（S/C）水位の状況について
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◼ PCV水位低下作業終了時（2024年10月末）におけるプラントパラメータの状況は、以下の通り。
◼ 現状のS/C水位は、T.P.4700mm程度と当時と比較してわずかに低下しているものの、大きくは変わらない。

特定原子力施設監視・評価検討会（第１１５回）資料２－６抜粋



2．1号機 S/C水位の状況（短期）
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◼ 2024年12月31日頃および2025年1月15日頃から、S/C水位の低下速度が変化（増加）
している。

水位低下量は、0.07m3/h
（1.7m3/日）程度

（1/1~1/9のデータで評価） 水位低下量は、0.13m3/h
（3.0m3/日）程度

（1/16~1/17のデータで評価）

S/C水位[T.P.mm] 注水量[m3/h]

注水量



2．1号機 S/C水位の状況（長期）
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水位低下量は、0.02m3/h
（0.5m3/日）程度

（8/12~8/30のデータで評価）

水位低下量は、0.07m3/h
（1.7m3/日）程度

（1/1~1/9のデータで評価）

PCV水位低下作業期間 ~11/1 0:00

注水量

水位低下量は、0.13m3/h
（3.0m3/日）程度

（1/16~1/17のデータで評価）

S/C水位[T.P.mm] 注水量[m3/h]



3．1号機R/B地下滞留水の水位変化の確認状況
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◼ 12月末より1号機 R/B北東三角コーナー※の水位上昇の増加を確認。
※ S/Cを水源とするCS系、CCS系のポンプが存在

◼ 1号機R/B北東三角コーナーの滞留水は、仮設ポンプにより、トーラス室への移送を実施。

②2025/1/4

水位上昇：約56.79mm/日
水位上昇量：約2.3m3/日

④2025/1/15

水位上昇：約130.4mm/日
水位上昇量：約5.2m3/日

③2025/1/9

水位上昇:約64.4mm/日
水位上昇量：約2.6m3/日

①2024/12/29

水位上昇：約13.6mm/日
水位上昇量：約0.5m3/日

降水量

1号機R/B北東コーナー水位

－ 主たる変曲点 －

⑤2025/1/28

水位上昇：約141.2mm/日
水位上昇量：約5.6m3/日

－ 近日値 －

滞留水水位[T.P.mm] 降雨量[mm/日]

⑤

12/30
11:00頃 ①

②

③

④
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北東三角コーナー水位

1uS/C水位

◼ 1月15日 午前2時頃より、1号機 R/B北東三角コーナーの更なる水位上昇増加を確認。
◼ S/Cの水位低下量の増加とR/B北東三角コーナー水位上昇のタイミングが概ね一致していること、

また、S/Cの水位低下量とR/B北東三角コーナーの流入量が概ね一致していることから、
R/B北東三角コーナーにS/Cの漏洩水が流入している可能性がある。

▽1/16 6:00

S/C水位低下量：約3m3/日

※ 長期トレンドはP5③ならびに④水位上昇量を参照

北東三角コーナー水位上昇量：約5m3/日
・S/Cからの漏洩量 約3m3/日
・三角コーナー内地下水流入量 約0.5～2m3/日

3．1号機R/B地下滞留水の水位変化の確認状況

S/C水位
[T.P.mm]

滞留水水位
[T.P.mm]



＜参考＞1号機 R/B北東三角コーナー機器配置図及び滞留水移送
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◼ 1号機 R/B北東三角コーナーには、S/Cを水源とするCSポンプ等のECCS系機器が配置。
◼ 滞留水は、「R/B北東三角コーナー」 → 「トーラス室」 → 「PMB」の経路により

移送を実施。
◼ サンプリングについてはトーラス室からのPMB移送ポンプラインより採水。

1号機 機器配置図（概略）

N

CCSﾎﾟﾝﾌﾟ(A)(B)
※CCS:格納容器スプレイ系CSﾎﾟﾝﾌﾟ(A)(C)

※CS:炉心スプレイ系

北東三角コーナー配置図

R/B 1階 T/B 1階

PMBへ

移送ライン
（トーラス室→PMB）

移送ライン
（北東三角コーナー→トーラス室）

1号R/B滞留水サンプリング箇所

トーラス移送水
（PMBへ）

R/B 地下1階 T/B 地下1階

Ｐ
Ｐ

北東三角コーナー
移送ポンプ（R/B1階へ）

北東三角コーナー移送水
排出箇所（R/B地下1階へ）

トーラス移送ポンプ
（R/B1階へ）

※2025.2.17 誤記訂正（2号機の配置図を掲載していたため差替）

※



圧力抑制室
（S/C)

リングヘッダー

S/C底部
(T.P.-1906)

トーラス室底部
(T.P.-2666)

中地下階
(T.P.1564ｍｍ)

D/W
１階

(T.P.8764ｍｍ)

D/W底部
(T.P.4744ｍｍ)

周辺サブドレン
設定L値

(T.P.-150)

1,2u周辺サブドレン

PMBへ

＜参考＞1号機S/CとR/B北東三角コーナーのエレベーション
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◼ 通常、1号機の周辺サブドレン（ＳＤ）の水位設定値（Ｌ値）はT.P.-650mmで設定
しているが、R/B北東三角コーナーの水位上昇を踏まえ、1月4日より設定値を500mm
引き上げ、T.P.-150mmに設定値変更を実施。

◼ R/B北東三角コーナー設置の移送ポンプにより、周辺サブドレンとの水位差管理を行っている。

CS/CCSポンプ

S/C中央部
(T.P.2134)

-1,900mm

-1,000mm

北東三角コーナー

北東三角コーナー
移送ポンプ

トーラス室
移送ポンプ



4．パラメータの推移（Cs-137/ H-3濃度 長期）
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◼ 2019年以降の１号機 R/B地下滞留水の「Cs-137」および「H-3」の濃度を示す。

◼ 両核種ともに、12月末のS/C水位の低下速度変化後の分析において、概ね1桁程度の濃度上昇が見られて
いるが、S/C内包水のサンプリング結果（P10参照）と比較して低い状況である。

◼ S/C内包水がR/B地下滞留水へ流入することにより、放射能濃度が上昇することは想定し得たことでは
あるが、サンプリング頻度を上げて影響の把握を行い、滞留水処理の運用に反映していく。

濃度[Bq/L]

1.86E+06Bq/L

1/15採水

4.28E+08Bq/L

1/27採水

3.42E+08Bq/L

1/20採水

2.43E+06Bq/L

1/20採水

2.60E+08Bq/L

1/15採水

2.90E+06Bq/L

1/27採水



＜参考＞S/C内包水の分析結果（1/2）
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東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会（第4１回）資料５－３ 抜粋



＜参考＞S/C内包水の分析結果（2/2）
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東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会（第4１回）資料５－３ 抜粋



＜参考＞今後のPCV水位低下に向けた対応方針
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特定原子力施設監視・評価検討会（第１１５回）資料２－６抜粋



＜参考＞パラメータの推移（RPV底部温度と注水温度）
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✓ 全体的には注水温度に応じて変動しており、9月下旬をピークに低下傾向を示している。

温度[℃]

水源切替による変動

2024年 2025年

注水温度



＜参考＞パラメータの推移（PCV温度と注水温度）
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温度[℃]

TE-261-13A

TE-1625H

✓ 全体的には注水温度に応じて変動しており、9月下旬をピークに低下傾向を示している。

水源切替による変動

2024年 2025年

大気圧の上昇（天候回復）にあわせて温度計
の指示値が変化している可能性ある温度計

注水温度
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＜参考＞1号機S/Cの漏洩面積の評価（概算）
（漏洩箇所をR/B北東三角コーナーとした場合）

)(2 hHg

V
S

−
=

S：漏洩面積（m2）

V：漏洩量（m3/s）

H：PCV水位（m）

h：漏洩高さ（m）

g：重力加速度（9.8m/s2）

※流体抵抗等は考慮せず

計算式

<評価条件および評価結果（概算）>

✓ 漏洩箇所は不明であるが、S/C内包水がR/B北東三角コーナーから漏洩していると仮定し、漏洩面積
を評価した結果、小さい（0.03 cm2程度）と評価。

<計算式>

漏洩量 3m3/日(1/16 8:00~1/20 8:00の漏洩量)

S/C水位 T.P.4780mm
(1/20 8:00時点のS/C水位計A)

北東三角コーナー水位 T.P.-1648mm
(1/20 8:00時点）

漏洩面積(cm2) 0.031※
漏洩面積(cm2)=

3/(24×3600)

2×9.8×(4.780−(−1.648))
× 104

S/C内包水が北東
三角コーナー内の
滞留水水位以下で
漏洩していると仮
定して評価

【漏洩箇所の仮定】

※  漏洩量は、S/C水位と北東三角コーナーの水位差に依存する。そのため、漏洩箇所を
北東三角コーナー内の滞留水水位以下と仮定した場合、漏洩面積の評価結果は、漏
洩高さによらず同じ結果となる。



＜参考＞ 滞留水移送時の配管線量の状況
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◼ 1号機 R/B北東三角コーナーの仮設移送以降、移送配管において線量の上昇が見られる。
➢ 1号機T/Bヒータールーム空間線量（右下図： 部）

・0.28 mSv/ｈ（12月19日測定）⇒ 1.2 mSv/h (1月15日測定)

➢ １，２号機 建屋滞留水移送配管出口の線量（右下図： 部）
・ 1～2号機 建屋滞留水移送配管表面についても線量の上昇傾向を確認

（左下図参照）

－ 1,2号機 建屋滞留水移送配管線量の推移 － － 1,2号機 滞留水移送ルート略図 －

1/6 1/8 1/10 1/12 1/14

上昇傾向（約2倍）



＜参考＞ １号機 周辺ＳＤ水位設定上昇に伴う流入量評価

17

■ 1号機周辺SD水位設定値変更※に伴う1,2号機への建屋流入量増加の有無を評価

⇒ 現時点では、明確な地下水流入量の増加は確認されていないが、

引き続き影響を確認していく

ー地下水流入量評価ー ーSD水位トレンドー

水位差比較対象SD

変更前(12/20~12/30） 変更後(1/5~1/15）

1/4~ SD設定値変更

【
T
.P

.m
m

】

12/30~ 北東三角コーナー水位上昇率増加

<凡例＞

2025/1/102024/12/20

・SD設定水位上昇に伴い3か所のSD水位が上昇

2025/1/32024/12/27

1号機 2号機

評価箇所 RB Rw/B TB RB Rw/B TB

変更前
[m3/日]

5.2 0 0 11.2 1.5 0.8

変更後
[m3/日]

5.4 0 0 8.2 1.3 0.7

※1/4~ SD設定値変更（設定値（L値）を500mm引き上げ）

※評価期間：2025.1.5～2025.1.15
※地下水流入量には計測誤差を含む


